
ま　え　が　き
　本書は、「原油はどのように採掘、生産され、日本に輸送、製品化されて最前線の給油所で販
売されるのかという、石油の生産から販売に到るサプライチェーンの動向をわかりやすく解説し
た本がほしい」 という販売業者の皆様からのご要望にお応えして、昭和52年（1977年）に初版を
発行しました。爾来、毎年の改訂を経て、今回で第49版となりました。

　世界は、新型コロナウイルス禍による社会・経済への大打撃と回復の過程をたどりつつも、ロ
シアによるウクライナへの軍事侵攻により、それ以前からは大きく様変わりし、エネルギー安全
保障の強化が強く叫ばれてきました。さらに、武力衝突が止まず緊迫化する中東情勢、25年1月
に米国大統領に就任したトランプ氏が、パリ協定からの離脱を手始めに、前政権の進めてきた気
候変動対策を大きく転換する姿勢を示していることなど、石油はじめエネルギー産業に従事する
者にとって先の見通しづらい状況が続いています。また、国際資源価格のインフレーションが進
行し、引き続き消費国経済に大きな打撃を与えるとともに、主要国での政治情勢の不安定化につ
ながっているようにも見てとれます。

　1973年の石油危機から51年目となる2024年においても、エネルギー安全保障には不断の取組
みが必要であり、加えて足下では、石油製品価格高騰の激変緩和措置にみられる価格抑制策など
の対症療法的対策が漸次延長されています。

　また、2020年のカーボンニュートラル（CN）宣言以降、30年温暖化ガス排出量削減目標表明、
50年 CN 実現を達成するためのグリーン成長戦略、23年には産業革命以来の化石エネルギー中心
の産業構造・社会構造をクリーンエネルギー中心へ転換する「グリーントランスフォーメーショ
ン（GX）」実現に向けた基本方針、GX推進法、GX推進戦略が決定されました。24年も引き続き、
これらの中長期的なビジョンや目標を実現するための戦略的で具体的な検討が進み、社会実装に
向けた取組みが各所で活発に行われた年といえます。

　一方、2024年にも能登半島での地震と豪雨など激甚な災害が繰り返され、エネルギー供給の最
後の砦としての石油・LP ガス業界の存在価値が、またも強く認識されました。しかし、構造的
な需要の減退、恒常的な働き手不足やカーボンニュートラルに起因する将来への懸念が、流通を
担う SS の経営や物流の課題克服に立ちはだかり、エネルギー供給での社会的課題解決への持続
的な取組みを困難にしています。

　本書令和7年〔2025〕版においては、石油・LP ガス業界の視点に立って、業界を取り巻く内外
の諸環境や市場に関するアップデートに加え、第7次エネルギー基本計画の発表を控える中、第6
次基本計画最終年となる2024年において、以上のようなエネルギー供給の課題に対してどのよう
な対応がなされたのかを、各章においてできるだけきめ細かくご紹介することを心がけました。
加えて、ポイントを押さえやすくしていただけるよう、各種の図表を豊富に配置してあります。

　また、石油の歴史、内外の情勢、政策の展開と石油産業の位置づけ、サプライチェーンの解説、
税金など本書の構成については従来通りとし、どの章からでも読み始めていただくことができる
ようにしております。

　S+3E に則った安定供給の使命と長期的な CN 社会への移行を視野に、既存事業の展開と新エ
ネルギー供給の担い手への転換の双方をバランスよく、しかもそのいずれも不足なく実行するこ
とに石油・LPガス業界はコミットしていくことに変わりはありません。

　本書が、複雑で容易ではないエネルギー供給の社会的課題解決への取組みをご理解いただく一
助になれば幸いです。

油業報知新聞社　編集部



《本書で取り上げた新たな項目/例示（順不同）》

　石油・LPガス業界の視点に立って、業界を取り巻く内外の諸環境や市場

に関するアップデートに加え、石油・LPガス政策の動向、災害・過疎化対

策などの流通・小売政策の進展や脱炭素化への政府・業界の動きをきめ細か

くフォローアップして各章にて紹介。

　◇　�ロシアによるウクライナ軍事侵攻、中東地域での武力衝突、およびグ

ローバルな景気・経済動向など様々な要因で揺れ動いた2024年の世

界の石油情勢

　◇　�世界の石油生産・消費など需給や貿易動向および石油精製能力や製油

所稼働率

　◇　�OPECプラスの生産調整と国際原油価格の推移

　◇　�国内石油製品価格の高騰対策としての、政府による激変緩和措置と小

売価格抑制の推移

　◇　�国内石油需給動向と政府による2024年度から28年度の石油製品・LP

ガス需要見通し

　◇　�石油製品の流通と販売を担うSS業界の今と課題

　◇　�SS数の推移や経営状況

　◇　�能登半島地震や豪雨災害など災害時の燃料供給拠点となる住民拠点

SS整備の進展

　◇　�燃料インフラ検討状況などSS過疎地問題への対応状況

　◇　�LPガス料金透明化、取引の適正化に対応した政府施策の展開状況

　◇　�電力・ガス小売自由化後の市場動向
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